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	応用
	抗原情報
	背景
	大型Rab GTPaseファミリー（RAB1A; MIM 179508を参照）のタンパク質は、細胞内輸送小胞の形成、標的化、および融合において調節的な役割を果たします。RAB11FIP4は、Rab GTPaseと相互作用し、それらを制御する多くのタンパク質の1つです（Hales et al., 2001 [PubMed 11495908]）。[OMIM提供、2008年4月],機能：エンドソーム輸送に作用するRab11エフェクタータンパク質。,類似性：1つのEFハンドドメインを含む。,細胞内局在：エンドサイトーシスリサイクリングコンパートメント（ERC）においてRAB11Aと共局在する。,サブユニット：ホモオリゴマー。RAB11FIP2、RAB11FIP3、およびRAB11FIP5とヘテロオリゴマー複合体を形成する。 GTP結合によって活性化されたRAB11Aと相互作用します。
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	RAB11FIP4抗体を用いた、293、COLO、HUVEC、HepG2、HT-29細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Rab11-FIP4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

